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1章 システムの概要

(1)仕 組み

利用者 の皆様 は、 お手持 ちの端末(NECPC-9800シ リーズ)を 用 い、一一一般 の

電話回線 を経由 して、 ク リア リングゲー トウェイセ ンタ(以 下CGセ ンタとい う)に 容易

にアクセスす ることがで きます。

データベース(以 下、DBと い う)検 索 は、各DBサ ー ビスの案内(ク リア リング)及

び各DBセ ンタへ の接続(ゲ ー トウェイ)機 能を用 いることによ り、同一 の端末で、各D

Bセ ンタのサー ビスを利用で き、簡単な操作で、迅速 に必要な情報を取 り出す ことがで き

ます。

DBの 案内情報の検索 として は、NAPLPS準 拠(注)の メニューガ イ ド方式を採用

してお ります ので、誰で も画面を見なが ら、目的のDBを 選択す ることができます。

(注)NAPLPS(NorthAmericanPresentationLevelProtcolSyntax)

ビデオテ ックスの北米標準方式で、特 に図形表現 の面 に優れる。

DBセ ンタ

DEMOS

/(TSR.BIGS)

/

日本 経 済 新 日

(日経 ニューステレコ

ビデオテックスセンター

(テ ク ノ マ ー ト)

東京 テ レガ イ ド

(テ レガ イ ド)
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②CGシ ステムのサービス内容

CGシ ステムには、次 の3つ の検索 手順 が用意 されてお ります。

利用者 は、DBサ ービス利用経験 や検索 の利便性を考慮 して 目的のDB検 索がで きます。

● 分野 か ら目的のDBを 案内 し、 そのDBの 概 要を説明 し、DBサ ービスヘゲー トウ

ェイ接続 して目的のDBを 選択す る。

● 接続 したいDBを よ く知 ってお り、即時にDBサ ービスヘゲー トウェイ接続 し、 目

的のDBを 選択す る。

●DBサ ービス名か ら目的 のDBを 案内 し、そのDBの 概 要を説明 し、DBサ ービス

ヘゲー トウェイ接続 して目的のDBを 選択 す る。

更 に、CGシ ステムでは既 にDBの ク リア リングサー ビスを商業 ベースで提供 して

↑
い るDBサ ービスの案 内 も行 ってお ります。

岬vコソぴ 剛
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(3)接 続 対 象 デ ータ ベ ー ス セ ンタの概 要

接続 対 象 とな るDBセ ンタに は、 「DEMOS」 、 「日本 経 済 新 聞 」、 「ビデ オ

テ ックス セ ンター 」 、 「東 京 テ レガ イ ド」 の4つ のセ ンタ が あ りま す。

各DBセ ンタ とそ の サ ー ビス内容 の概 要 に つ いて は次 表 の とお りで す。

DBセ ンタ DBサ ー ビ ス サービス内容の概要

NTTデ ー タ通 信

(DEnOS)

TSR-BIGS

東証1部 ・東証2部 ・地方上場等の各上場企業について

商号、所在地、代表者、資本金、大株主、取引銀行、

業績、収益、指標等の企業属性情報を提供。

日本経済新聞

(日経)

日 経 ニ ュ ー ス テ レ コ ン

ニ ュー ス速 報 、 企業 信 用 情 報、 新 聞 速 報、 ニ ュー ズ レタ

ー 最新 号
、 記 事検 索 、 図 書 ・辞 典 、 人事 ・企 業 、新 製 品

等 に関 す る情 報 を 提供 。

ビデ オ テ ッ クス セ ンター テ ク ノ マ ー ト

特 許 権 、 実用 新 案 権 、 意 匠 権等 の売 り買 い情 報 、研 究 開

発パ ー トナ ー の受 託 、 委託 、共 同 開 発情 報 、 生 産、 販 売

パ ー トナ ー の受 託 、 委 託情 報、 新 製 品PR情 報 、 コ ン ピ

ュ ータ ソフ トの売 り買 い情 報等 をNAPLPSベ ー ス で

提 供 。

東京テレガイド テ レガ イ ド

飲 食 、 シ ョ ッ ピ ング、 サ ー ビ ス、 ホ テル ・空室 情 報、 映

画 、 演劇 、 音 楽 、 スポ ー ツ、 レジ ャー、 ビ ジネ ス ・会 社

情 報 、 テ レガ イ ド中 古車 情 報 、 住 ま いの 物 件 ガ イ ド等 の

情 報 をNAPLPSベ ー スで 提 供。
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2章

ω

(2)

サ ービス時間 とお問合わせ先

CGシ ステムのサ一一ビス時間等

期間:平 成元年6月5日(月)～9月1日(金)

時間:午 前9時30分 ～午後4時30分

〔土 ・日曜 日 ・祝祭 日及び夏休み ・メ ンテ日(葉 書等 により事前に連絡)は 休みです〕

お問合わせ先

CGシ ステムの操作 ・故障等についてのご質問は、下記へ電話でお問合わせ下 さい。

ビデオテ ックスセ ンター

〒105東 京都港区芝公園3-1-8

芝公園アネ ックスビル

●電話番号:(03)459-1533

●受付時間:午 前9時30分 ～午後4時3

〔上記運休 日を除 く〕





3章 確認事項

まず、以下 のことをご確認下 さい。

(1)フ ロッピーデ ィス ク

(a}添 付 されてい るCG端 末 ソフ トのフロ ッピーデ ィスクのサ イズは、5イ ンチ及 び3.5

インチが あります。

(b)フmッ ピーデ ィス クの ラベルには、 ソフ トバージ ョン及びユーザIDが 記載 されてい

ます。

利用通知書 の内容 と一致 してい るか、 ご確認下 さい。

(2)端 末

端末 の取扱説明書を ご覧 になり、 ご使用法 ・設定を、 ご確認下 さい。

使用端末 の条件 は、 次の とお りです。

①

②

③

④

⑤

⑥

PC9800シ リー ズ

メモ リ

デ ィス プ レイ

キ ー ボ ー ド

プ リ ンタ

フ ロ ッ ピーデ ィス ク

VM以 上 で カ ラー対 応。 た だ し、XL、LTを 除 く

640KB以 上

標 準解 像 度640×400(ア ナnグ デ ィス プ レイ)

標 準JISキ ー ボ ー ド

1台

(NAPLPSの ハ ー ドコ ピー に は、 ビデ オ プ リ ンタ が必 要)

5イ ンチ又 は3.5イ ンチ(1MB)2台

(ハ ー ドデ ィス ク+1台 で も可能)

(3)モ デ ム

モデムの取扱説明書 を ご覧 にな り、 ご使用法 ・設定 を、 ご確認下 さい。

使用モデ ムの条件 は、次 のとお りです。

一般交換電話網用 に標準化 された1200及 び2400bit/s全 二重モデム

●CCITTV.21/22bis準 拠

● ヘイズAT又 はccITTv.25bisコ マ ンド対応

(4)そ の他

CG端 末の ソフ トウェアは著作権によ り保護 されて いますので、無断複写 は著作権侵害

とな りま す。
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4章 利用者管理IDの 説明

DB情 報 のセキ ュ リテ ィ対策 として、CGセ ンタへのアクセス許 可は、登録 された利用

者のみに限 られ ます。

利用者の識別 のため、パ スワー ドとパ ーソナルID(利 用通知書で通知)を 利用毎 に端

末か ら入 力 して いただきます。

(1)パ スワー ド(PSW)

パ スワー ドは、利用者がCGセ ンタ登録者 であるかを識別 するの もので、銀行 の暗証番

号 と同 じものであ ります。

お使 いになる方だ けが知 ってい るものであ り、慎重な管理を行 って下 さい。

(2)パ ー ソナルID(PID)

パー ソナルIDは 、個 々の利用者を識別す るものであ ります。

利用 者 とCGシ ステム間 の契約形態 として、各個人毎に1契 約を結 ぶ こと以外 に利用団

体 として1つ の契約 を結び、1端 末を複数 の利用者が使用 できます。

パ スワー ド及びパー ソナルIDの 変更が必要 となった ときは、

前記 「お問合わせ先 」にご連絡下 さい。
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5章 操作手順

CGシ ステムの基本的 な操作 には、立上 げ,接 続,切 断,ク リア リング,デ ータベースの検 索 が

あ ります。 この章では、 それ らの手順 について具体例 をま じえなが ら説明 します。

尚、利用者 の方の操作 の便宜 のため、主 なキーの機能等 を 『6章 フ ァ ンク ションキーの説明』 に

ま とめておきま したので、適 宜そ ちらもご覧下 さい。

{1)立 上 げ,接 続,切 断

ここで は、CGシ ス テムのご利用 の ために必要 な操作手順 の うち、 ご く基本 的な立上 げ,接 続,

切断等 の操作 について説 明 します。

(a)電 源 の投 入

本 体,デ ィスプ レイ,フ ロ ッ ピー デ ィス ク ・ドラ イブ,プ リ ンタ及 び モ デ ム の電 源 ス イ ッチを

オ ンに します 。 そ れ ぞれ の装 置 の電 源 ラ ンプを ご確認 下 さい。

(b)フ ロ ッピーデ ィス ク の セ ッ ト

CG端 末 ソ フ トを フ ロ ッピー デ ィス ク ・ ドライブ に入 れ て下 さ い。

(c)リ セ ッ ト

パ ソコ ン本体 の リセ ッ トス イ ッチを 押 して 下 さい。MS-DOSが 起 動 し、 引 き続 きCG端 末

ソ フ トが 起動 され ます。

(d)「 接 続 」 の選 択

CG端 末 ソフ トが起 動 され ます と、 次 の よ うな初 期 メ ニ ュ ー画 面 が 表示 され ます。

こ こで 「1」 を 入 力 して 、 〔⊇ 〕キ ーを押 して 下 さい。
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(e)パ スワー ドの入力

「接続」が選択 され ます と、次 のよ うな画面が表示 されます。

ここでパ スワー ドを入 力 して、〔⊇〕キーを押 して下 さい。

この時、 セキ ュリテ ィ対策のため、画面に は入力 されたパ ス ワー ドは表示 され ません。

(f)パ ーソナルIDの 入力

パ スワー ドが入力 され ます と、次 のよ うな画面が表示 されます。
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こ こでパ ー ソ ナルIDを 入 力 して、{]キ ー を押 して下 さ い。

CGシ ス テ ム は、 パ ス ワ ー ド,パ ー ソ ナルIDの チ ェ ックを行 い ます 。

入 力 され たパ ス ワー ド,パ ー ソ ナ ルIDが 正 し くな い と、画 面 に次 の よ う な メ ッセ ー ジ が

表 示 され ます 。

メ ッセージが表示 され たあと、 「(e)パスワー ドの入力画面』に戻 りますので、 確認の上、入力

しなお して下 さい。

尚、3回 連続 して誤 って入力 されます と、次 のよ うなエ ラー ・メ ッセージが表 示 されます。

その後、初期メニュー画面 に戻 ります。
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(9)ト ップメ ニ・ユV・一・

パ ス ワー ド,パ ー ソナルIDの 入 力 が 正 し く実 行 され ます と、 次 の よ うな トップ メニ ュー画 面

が 表示 され ま す。

***CGシ ス テ ム トップ メ ニ ュ ー***

〈分 野 で 選 ぶ 〉<デ ータベース サービス 名で 選 ぶ>

1.一 般 分 野6.チ ータや ス サービス の案 内

2.自 然 科 学 ・技 術 分 野

3.社 会科 学 分野 くクリアリング センタの案 内>

4.ビ ジネ ス分 野7.ク リアリング センタの案 内

5.そ の 他 の分 野

該 当 の番 号 を入 力 して 下 さい。

これ以後 は、 『② クリア リング手順 』をご覧下 さい。
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㈹ 切断

デ ー タ ベ ース へ の ゲ ー トウ ェ イ接 続 中,デ ー タ ベー ス の ク リア リ ング中 の いず れ の場 合 で も、

CGシ ステムを終了 させ るには・ フ・ンクシ ・ンキー・・uグ オフキー(巨 亘 亘]キ ーを

押 しなが ら[f・10]キ ーを押す)を 押 します.

そ うします と、次 のよ うな画面が表示 されます。

CGシ ス テム オ ン ライ ンサ ー ビス を終 了 します 。

1989年7月15日

CGシ ステ ム 利 用 時 間

00:30:40

ゲ ー トウ ェイ 利 用時 間

TSR-BIGSOO:20:10

口 〕キ ーを 押 して下 さ い。

ここで、〔』 キーを押 して下 さい。

通信 が切断 され、初期 メニュー画面が表示 されます。

**初 期 メ ニ ュ ー画 面**

1.セ ンタ へ の接 続

2.セ ッ トア ップ

3.ス プ ー ル フ ァイル の再生

4.MS-DOSコ マ ン ドの実 行

9.終 了(MS-DOSに 戻 る)

この画 面 が 表 示 され る と、CGシ ス テ ム との接 続 は終了 します。 「9」 を選 択 して、MS--

DOSに 戻 った 後、CG端 末 ソ フ ト(フ ロ ッピーデ ィス ク)を 抜 き取 って 電源 を切 って下 さい。



② ク リア リング手順

ここで は、CGシ ステムが提供す るク リア リング ・データベ・一ースの利用方法 について説明 します。

クリア リング ・データベースは、データベース ・サー ビス と個 々のデ ータベース ・サービスが提供

す るデ ータベースの名称の表示 と内容の説明を行 います。

また、個 々のデータベース ・サ ービスやデータベースを選択 し、それ らへ の接続 を指定す ること

ができます。

クリア リング ・データベースは、 メニュー検索方式です。 そのため、利用者 の方は、画面に表示

されるメニュー画面を見なが ら、検索を行いたい と思 う情報 の番号を入力 し、回 キーを押す こと

によ り、 クリア リングを行 うことがで きます。

また、共通的な操作 については、 ファ ンクシ ョンキーにコマ ン ドが割 り付 け られてお り、該当の

ファンクションキーを押す ことにより実 行 されます。

以下 に例を上 げて、具体的 な クリア リング手順 について説 明 します。

また、次ページに クリア リング ・データベー スの概要図 を示 しますので、 ご参照下 さい。
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朝

…

ぺ

**初 期 メ ニ ュー 画 面**

1.セ ンタ へ の接 続

…

9.終 了(MS-DOSに 戻 る)

CGシ ス テ ム オ ンラ イ ンサ ー ビスを

終 了 します。

…

←[亜 ・[司 「

(ロ グ オフ)

← 〔動

Eコ 〔≡囚

← パ ス ワー ド、 パ ー ソナルID入 力

←[f.1]「

ク リア リ ング 時

***CGシ ス テ ム ト ッ プ メ ニ ュ ー***

〈 分 野 で 選 ぶ 〉<デ → ベース サービス 名 で 選 ぶ>

1.一 般 分 野6.デ → や ス サービス の 案 内

i<ケ リァリング センタの 案 内>

5.そ の 他 分 野7.列 アリング センタの 案 内

口 回 巨]回 巨コ回 [口 回

←[亘 「

(直 前 の メ ニ ューへ)

←巨=司「

(直前 の メ ニ ューへ)

巨]回

⇔[口 「

(直前 の メ ニ ューへ)

《一 般 分 野 》

1.

…

シ

11.そ め 他

《自然科 学 ・技 術 分 野 》

1.}

2.

3.化 学

{テLタベース サービス の 案 内 》

1.TSR-BIGS

…

4.日 経 ニ ュ ー ス テ レ コ ン

《クリアリング センタの 案 内 》

1.日 経 ニ ュ ー ス テ レ コ ン

巨コ画

←SHIFT・[回 「

(検索終了)

回 〔⊇

《自然 科 学 ・技 術 分野 化 学 》

1.化学 系技 術 情 報 一売 り一

…

}

回 回
《化学 系 技術 情 報 一売 り 一》

選 択デ ータ ベー ス名 表 示

⇒ 《化学 系 技 術情 報 一売 り 一》

デ ー タ ベ ー ス の説 明

《TSR-BIGS》

.選 択 デ ー タ ベ ー ス ・

サ ー ビ ス名 の 表 示

→ 《TSR-BIGS》

デ ー タ ベ ー ス ・

サ ー ビ ス の 説 明

[口 回[f.7]口

ゲ ー トウェ イ接 続 ゲ ー トウ ェ イ接続 ゲ ー トウ ェイ接 続 ゲ ー トウ ェ イ接 続

ク リア リング ・デ ー タ ベー ス の概 要 図



(a)デ ータベースの分野で クリア リングを行 う場合

① トップメニュー

「立上 げ」 「接続」の手順が正確 に行われ ます と、次 のよ うな トップメニュー画面が表示 さ

れます。

***CGシ ス テ ム ト ッ プ メ ニ ュ ー一***

<分 野 で選ぶ>

1.一般分野

2.自然科学 ・技術分野

3.社会禾斗学分里子

4.ビ ジネス分野

5.その他 の分野

<チ ータ心 ス サービス 名 で 選 ぶ>

6.データベースtiービス の 案 内

<ク リアリング センタの 案 内>

7.クリアリング センタの 案 内

該 当の番号を入力 して下 さい。

ここで、 クリア リングを行 いたいデータベースの分野 を選択 します。

ここでは、 「1.一般分野 」を選択 します。

「1」 を入力 して回 キーを押 します。

次のよ うな画面が表示 されます。
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② 分野 メ ニ ュー

《一般 分 野 メ イ ンメ ニ ュー》

1.全 般

2.新 聞 ・雑 誌 ・ニ ュ ース

3.人 物 ・機 関情 報

4.行 政

5.法 律

6.政 治

7.健 康 ・スポ ー ツ

8.旅 行 ・スケ ジュー ル

9.娯 楽 ・レジ ャー ・施 設 案 内

10.生 活 文 化 ・家 庭生 活

11.そ の 他

該 当の番 号を入力 して下 さい。

ここで、 ク リア リングを行 いたいデータベースのサブ分野を選択 します。

ここでは、 「8.旅行 ・スケ ジュール」を選択 します。

「8」 を入力 して〔]キ ーを押 します。

次 のよ うな画面が表示 され ます。

③ サブ分野メニ ュー

《旅 行 ・スケ ジ ュ ール》

日本 の旅 ・海外の旅

今週 の予定

天気予報

花 ・祭 ・催 し物

フライ ト・ガ イ ド

ホテル ・空室情報

HOTEL・ 旅館情報

該 当の番号を入力 して下 さい。

rワ 庚 ・7-

〔



ここで、ク リア リングを行いたいデー タベースを選択 します。

ここで は、r1.日 本 の旅 ・海外 の旅」を選択 します。

「1」 を入力 して〔⊇ 〕キーを押 します。

次 のような画面が表示 されます。

《日本の旅 ・海外 の旅》

今 、

「日本 の旅 ・海外 の旅」

が選択 されています。

〔f・7〕 デ タペースに接 続 す る 〔f・2〕 説 明 を見 る

ここで、次の行動を選択 します。

〔f・7〕とい うのはフ・ ンクシ・ンキーの[f・7]を 押 す こと捻 疎 して います・

[f・7]で データベースに接続、[亘1で データベースの醐 を見 る・[亘1で

1つ 前 の画面 に戻 ることがで きます。

[f・2]を 押 してみます.

次のよ うな画面が表示 されます。
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④ データベース説明画面

〔f・7〕 データNLスに接 続 す る

ここで・次の行動耀 訳 します.[亘]で データベースに接続[司 でメニュー(こ の場合

は 「③ サブ分野 メニ ュー」)に 戻 ることがで きます。

データベースに接続 したあ との検索手順について は、



(b)デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス名 で ク リア リ ング を行 う場 合

① トップ メ ニ ュー

「立上 げ 」 「接 続 」 の手順 が 正 確 に行 わ れ ま す と、 次 の よ うな トップ メ ニ ュ ー画 面が 表 示 さ

れ ま す。

***CGシ ステム

<分 野で選ぶ>

1.一般分野

2.自然科学 ・技術分野

3.社会科学分野

4.ビ ジネス分野

5.その他 の分野

ト ッ プ メ ニ・ユ ー***

<デ ータベース サービス 名 で 選 ぶ>

6.ヂ タベース ザ ビス の 案 内

く 列 アリング センタの 案 内>

7.クリアリング センタの 案 内

該 当の番号 を入力 して下 さい。

ここで、 「6.データベースサー ビスの案 内」を選択 します。

「6」 を入力 して〔⊇ 〕キーを押 します。

次 のよ うな画面が表示 されます。
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② デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス ・メ イ ン メ ニ ュ ー

《デ ー タ ベー ス サ ー ビ スの案 内 》

TSR-BIGS

テ クノ マ ー ト

テ レガ イ ド

日経 ニ ュ ー ステ レコ ン

該 当の番 号を入力 して下 さい。

ここで、 ク リア リングを行いたいデ ータベースサービスを選択 します。

ここで は、 「3.テレガ イ ド」を選択 します。

「3」 を入力 して〔]キ ーを押 します
。

次のよ うな画面が表示 されます。

「テ レガイ ド」

が選択 され ています。

〔f・7〕 デーeN'一ス・サービス に 接 続 す る
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ここで、次 の行動を選択 します。

[亘]で データベースサービスに接続[亘]で データベースの醐 を見る・ 巨 刹

で前画面 に戻 ることができます。

[f・7]を 押 してみます.

次 のよ うな画面が表示 されます。

③ データ ベースサー ビス接続 画面

これで、 デー タベー スサ ービスに接続 され ます。デ ータベ ースサ ービスに接続 した後 の検 索

手順 について は、 「(3)検索手順』を ご覧下 さい。
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(c)ク リア リング ・セ ンタの案内でク リア リングを行 う場合

① トップメニュー

「立上 げ」 「接続 」の手順 が正確 に行 われます と、次 のよ うな トップメニュー画面が表示 さ

れます。

***CGシ ステム

<分 野 で選ぶ>

1.一般分野

2.自然科学 ・技術分野

3.社会科学分野

4.ビ ジネス分野

5.そ の他 の分野

トップ メ ニ ュー***

<デ タベース サービス 名 で選 ぶ>

6.ヂ タや ス サービス の案 内

くクリアリング センタの案 内>

7.クリアリングセンタの案 内

該 当の番号を入力 して下 さい。

ここで、 「7.クリア リングセ ンタの案 内」を選択 します。

「7」 を入力 して回 キーを押 します。

次のよ うな画面が表示 されます。
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② ク リア リング セ ンタ ・メ イ ンメ ニ ュー

この あ との手 順 は、 「(b)デー タ ベ ー ス ・サ ー ビス名 で ク リア リ ング を行 う場 合 』 と同 様 で す 。

そ ち らを ご覧 下 さい。
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(ω 特別な場合のク リア リング手順

今 まで は、正常な場合 のク リア リング手順について説明 して きま した。

ここで は、特別な場合の ク リア リング手順 について説明 します。

① 選択が エラーの場合

<分 野で選ぶ>

1.一般分野

2.自然科学 ・技術分野

3.社会科学分野

4.ビ ジネス分野

5.そ の他 の分野

<デ パ ース ザ ビス名 で選 ぶ>

6.弁 タベースサービス の案 内

<ク リアリング センタの 案 内>

7.クリアリング センタの 案 内

該 当の番号 を入力 して下 さい。

このよ うな画面でメニューにない番号を入力 します。

例 えば、 この画面で 「8」 を入力 して〔E-li]キ ーを押 してみます。

次 のよ うなメ ッセー ジが表示 されます。

<分 野 で選 ぶ>

1.一般分野

2.自然科学 ・技術分野

3.社 会科学分野

4.ビ ジネス分野

5.そ の他 の分野

<チ ータ心 ス・ザ ビス 名 で 選 ぶ>

6.デ'-9N'一ス・サービス の 案 内

〈 クリアリング・センタの 案 内>

7.クリアリング・センタの 案 内

入 力 エ ラー。 も う一度 入 力 して下 さい。

この場合 は、 もう一度正 しい数字を入力 しなお して下 さい。
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② メニュー画面が複数の場合

同一 カテゴ リーのメニ ュー項 目が非常 に多数の場合 は、次のよ うに情報が継続す る旨のメ ッセ

ージ(1/2)が 表示 されます。

《娯 楽 ・レジ ャー ・施 設 案 内 》1/2

1.映 画 ・演劇 ・音 楽

2.お 楽 しみ フ ラ ッシュ

3.ク イ ズ ・占い

4.ゲ ー ム

5.サ ーーービス

6.シ ョッ ピ ング

7.自 動 車免 許 取 りた い人集 まれ

8.ス ク ール ガ イ ド

9.ス ポ ー ツ ・レジ ャー一(旅 行)

10.宝 くじ ・金 貨

11.食 べ る ・飲 む

12.テ ニ ス総 合 情 報

13.花 ・祭 ・催 し物

14.ボ ー リ ング総 合 情 報

15.プ レゼ ン トボ ック ス

16.GOLF会 員権 相 場

***さ らに情 報 あ り***〔'f・2〕 次 画 面

該 当 の番 号 を入 力 して 下 さい。

ここで継続す る情報を見たい場合 は、 フ・ンク シ・ンキーの[亘]を 押 します・

次のように継続する情報が表示されます。
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《娯 楽 ・ レ ジ ャ ー ・施 設 案 内 》2/2

1.Hello,こ の 街

2.Let'sス キ ー'88

〔f・3〕 前 画 面

該 当の番 号を入力 して下 さい。

ここで、前の画面 に戻 るには、[亙 キーを}甲します。

③ ヘル プ情報 を見 たい場合

CGシ ステムでは、使 い易 い システムを実現す るため、ファ ンクシ ョンキーの1つ に ヘルプ画面

を割 り当てています。

このファンク ションキーを押す と、ヘルプ画面が表示 され ファ ンクションキーの機能等を画面上

で確認する ことがで きます。

ヘルプ画面 の例

実際のヘルプ画面の例を示 します。ヘルプ画面のファンクションキーは、lSHIFTI+

[f・7]で す.[三]キ ーを押 しながら[亘]キ ーを押 します。
ヘルプ画面か ら検索画面に戻 るに}ま・醸SHIFTキ ーを押 しながら[玉]キ ーを

押 します。
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《ヘルプ画面》

CGシ ステムで は

で す。

④ ク リア リングを終了 したい場合

ク リア リングを終了 したい場合 は、入 力可能 な状 態の時 にファ ンクシ ョンキーの ログオ フキー

([亜 亘]キ ーを押しながら[亜]キ ー)を 押します・

次 のよ うな画面 が表示 され ます。

CGシ ステ ム オ ン ライ ンサ ー ビ スを終 了 しま す。

1989年7月15日

CGシ ステ ム 利 用 時 間

00:30:40

ゲ ー トウ ェ イ 利 用 時 間

TSR-BIGSOO:20:10

口 〕キ ー を押 して 下 さい。

ここで〔』 キーを押 して下 さい。
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通信が切断 され、初期 メニュー画面が表示 されます。

**初 期 メ ニ ュー画 面**

1.セ ンタ へ の接続

2.セ ッ トア ップ

3.ス プ ー ル フ ァイル の再生

4.MS-DOSコ マ ン ドの実 行

9.終 了(MS-DOSに 戻 る)
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(3)検 索手順

ここで は、CGシ ステムのサー ビスに よ り検索可能なデータベースサー ビスの検索手順の概要に

ついて説明 します。

また、 このマニュアルの最後に各デ ータベースサー ビス検索時 の必要 マニュアルにつ いての説明

があ ります ので、検索 コマ ン ド等詳細 につ いて はそちらをご覧下 さい。

(a)接 続 可能なデータベース

CGシ ステムのサービスにより、接続 可能 なデ ータベースサー ビス名 と各サー ビスの検索手順

を以下 に示 します。

デ ー タベ ー スサ ー ビス名 検 索 手 順

TSR-BIGS

テ ク ノマ ー1

テ レガ イ ド

日経 ニ ュー ス テ レコ ン

コマ ン ド検索方式

メニ ュー検索方式

メニ ュー検索方式

メニュー検索方式 とコマ ンド検索方式の併用

た だ し、TSR-BIGSに つ い て は、CGシ ス テ ムの メ ニ ュ ー エ ミュ レー ト機 能 を ご使 用 に

な れ ば 、 メ ニ ュ ー検索 方 式 で簡 単 に検 索 が 行 え ま す。

メニ ュー エ ミュ レー ト機 能 の使 用 方 法 に つ い て は、 「(4)TSRメ ニ ューーー一検 索 手 順 』 を ご覧 下 さ

い 。

(b}各 デ ータベースサ ービスに共通な手順

① 接続

各デ ータベースサ ービスへ の接続 はCGシ ステムが行いますので、利用者 の方 は特 にコマ ン

ド等 を入力す る必要 はあ りません。

ク リア リングでデータベースサ ービスか個々のデ ータベースを選択 し、接続 を要求す ること

で接続 の処理が実行 されます。

接続が完了す ると、データベースサ ービスか ら選択 した場合 は各サ ービスの初期画面が、デ

ータベースを選択 した場合 は、個 々のデー タベースの初期画面が表示 されます。

ク リア リングか ら接続 までの手順 につ いて は、 『② クリア リング手順』を ご覧下 さい。
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② 終了

各データベースサ ービスの検索を終了 するに は、 フ ァンク ションキーを使用 します。

[垂 亘]+[亘]又 は[≡]+[亜]を 使用します.
ISHIFTlキ ーを押 しなが ら 回 キーを押 す と、 ク リア リングデータベースに戻 ります。

「i而 「 キーを押 しながら[亜]キ ーをpaす と、CGシ ステムからも切断されます.

(c)各 デ ータベースの検索方法

ここでは、各 データベース毎の検索方法の概要について説明 します。

検索手順や検索 コマ ン ドの詳細 につ いては、各データベースサ ービスのマニ ュアルをご覧下 さい。

①TSR-BIGS

メニューエ ミュ レー ト機能を使用 しないでTSR-BIGSを 検索す るに は、 コマ ン ドによる

検索 となります。 コマ ン ドで検索条件を指定 して、 データ検索 を行 い、 また検索デ ータの出力 も

コマ ン ドによ り行 います。

メニューエ ミュ レー ト機能については、 「(4)TSRメ ニュー検索手順」を ご覧下 さい。

② テ クノマー ト

通常 の検索 は全 てメニュー検索によ り行えます。

具体 的な方法 は、画 面に表示 されて いるメニューか ら知 りたい情報 の番号を数字 キーによ り

入力 し、〔動 キーを押 して下 さい。

③ テ レガイ ド

テ レガ イ ドもテ クノマー トと同様 にメニ ュー検索 方式 です か ら、画面 に表示 され るメニ ュー

か ら知 りたい情報を選 びその情報の番号を数字 キーによ り入力 し、〔⊇〕キーを押 して下 さい。

また、パ ンフ レッ ト等 の応募受付 のアプ リケー ションで は自分の電話番号 と氏名を入力 します。

これ も基本的に はメニュー検索方式 と変わ りません。

④ 日経 ニューステ レコン

日経 ニューステ レコンは、 メニューによる検索 とコマ ン ドによ る検索 の併用 とな っています。

欲 しい情 報の メニュー番 号 を指定 したあ と、 それ ぞれの情報 に併せ た検索条件(コ マ ン ド)を

入力する形式です。
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(4)TSRメ ニ ュー検索 手 順

ここで は、TSRメ ニュー エ ミュレー ト機 能を使用 して のTSR-BIGS企 業情報 の検索 の

手順 につ いて説 明 します。

TSR-BIGSの サービスは、専門家向けのコマ ン ド検索形態にな って います。

CGシ ステムで は、利用者 の方 の利 便1生を図 るために分か り易 いメニュー方式 に よるTSR--

BIGSへ のアクセス手順を提供 します。

具体的には、以下に順を追 って説明 しますが、検索対象の地域及び資本金範囲のメニ ュー番号に

よ る指定 と商号 のカタカナ入力による検索を行 います。

また、 コマ ン ドをメニュー化 して検 索を容易 にす るばか りでな く、選択 されて いる検索条件 を

画面 に表示 し、 より分 か り易 くしてお ります。

(a)起 動方法

ク リア リングにおいて、 デ ータベー スの分野 よ り 「4.ビジネス分野 」の 「6.企業財務 ・企業

情報(日 本)」 を選択 し、 さ らにその中 か らTSR--BIGSへ の接続 を実行す ることによ り

起動 されます。

なお、 クリア リングの手順について は 『② ク リア リング手順』を ご覧下 さい。

TSRメ ニ ューエ ミュレータが起動 され ると、次 のような画面が表示 されます。

(b)検 索対象地域指定画面

01北 海道

24山 形

33埼 玉

41富 山

46岐 阜

52京 都

60鳥 取

70徳 島

81佐 賀

86鹿 児島

**

《

***

20青 森

25福 島

34千 葉

42石 川'

47静 岡

53大 阪

61島 根

71香 川

82長 崎

87沖 縄

TSR-BIGS 企業情報》

検索対象地域指定***

21岩 手

30茨 城

35東 京

43福 井

48愛 知

54兵 庫

62岡 山

72愛 媛

83熊 本

22宮 城

31栃 木

36?申 奈JII

44山 梨

50三 重

55奈 良

63広 島

73高 知

84人 分

23秋 田

32群 馬

40新 潟

45長 野

51滋 賀

56和 歌山

64山 口

80福 岡

85宮 崎

指定 を行わ ない場合 は全国が対象にな ります**

***ヘ ルプで入力例が見 られ ます

〔f・2〕資本金 で検索す る
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ここで、検索を行いたい地域を指定 します。検索対象地域の指定 の方法 は、

①1つ の地域を指定 したい場合

該 当の地域 コー ドを入力 し、〔司 キーを押 します。

②2つ 以上の地域を指定 したい場合

該 当の地域 コー ドを 「,」 でつ ないで入力 し、〔副 キーを押 します。

但 し、7地 域 まで しか指定 できません。

③ 連続 して地域 を指定 したい場合

該 当の始ま りの地域 コー ドと終 りの地域 コー ドを 「一」でつないで入力 し、〔⊇ 〕キー

を押 します。 ここで、地域 コー ドの小 さい方を左側に置 くよ うに注意 して下 さい。

④ 地域を指定せず、全国を対象としたい場合

[f・2]キ ーを押 します.

の4通 りです。② と③ の組合せ による指定 はで きません。

検索対象地域の指定が終 わる と、次 のよ うな画面が表示 されます。

(c)検 索対象資本金範囲指定画面

TSR-BIGS企 業情報》

◆検索対象地域 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川

***資 本金指定***

100万 円未満3000～5000万 円未満

100～300万 円未満5000～1億 円未満

300～500万 円未満1億 ～5億 円未満

500～1000万 円未満5億 ～100億 円未満

1000～3000万 円未満10100億 円以上

55地 域を変更する77商 号を入力する

{
糠 新 三〃酬
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ここで、次の行動を選択 します。

① 資本金範囲を指定 したい場合

(ア)1つ の資本金範囲を指定

該当の資本金範囲番号を入力 し、〔コ キーを押 します。

(イ).2つ 以上の資本金範囲を指定

該当の資本金範囲番号を 「,」 でつないで入力 し、回 キーを押 します。

但 し、4範 囲 まで しか指定 できません。

(ウ)連続 して資本金範囲を指定

該当の資本金の資本金範囲番号と終 りの資本金範囲番号を 「一」でつないで入力 し、

口 〕キーを押 します。

地域指定 と同様 に(イ)(ウ)の 組 合せ による指定 はで きません。

資本金 の範囲が指定 され ると、 ただ ちに検索が実行 され、該当のデ ータ件数が表示 さ

れます。

ここで、 「99」 を入力 して、 〔⊇ 〕キーを押す と、検索デ ータを1件 ずつ表示 す る

ことがで きます。

検索データの表示 について は、 『(e)検索デ ータの表示 』をご覧下 さい。

② 商号を指定 したい場合

「77」 を入力 して、回 キーを押す と、商 号入力画面 が表示 されます。

商号入力 については、 「(d)商号入 力画面』を ご覧下 さい。

③ 別 の地域 で改めて検索 をやり直 したい場合

「55」 を入力 して、〔⊇ リキーを押す と、検索対象地域 指定画面に戻 ります。

HELP(⑮ ・画
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(d)商 号入力画面

TSR-BIGS企 業情報》

◆検索対象地域 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川

◇検索対象資本金1000～3000万 円未満3000～5000万 円未満

5000～1億 円未満1億 ～5億 円未満

***商 号前 号一致検索***

商号(企 業名)を カタカナで入力(最 大40文 字)し ます。法人格 を

除 いて頭か ら何文字かを指定す るだけで全部指定 しな くて も検索可能です

**指 定 を行わ ない場合 は商 号を検索条件か らはず します**

**永 ヘルプで入力例 が見 られ ます

55地 域を変更 す る33資 本金を変更す る99検 索データを表示す る

商号の頭に特定の名称のつ く会社を検索 します。[亘]キ ーを押して、カタカナで名称を

入力 し、〔⊇〕キーを押 します。

但 し、

① 促音 ・拗音 「ッ」 「ユ」等 は小文字で はな く、大文字を使用 します。

② 長音 は英数 モー ドのハ イフンを使用 します。

③ 英字商号 は使用で きませ ん。

④ 商号の中の ピリオ ド 「・」やスペースは入力す る必要 はあ りませ ん。

⑤ 漢字商号 の 「日本」 は 「ニ ッポ ン」,「 ニホ ン」のどちらで もで きます。
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ここで、次 の行動を選択 します。

① 検索デ ータを1件 ずつ表示 させたい場合

「99」 を入力 して、〔⊇〕キーを押す と、検索デー タが1件 ずつ表示 されます。

検索 データの表示 について は、 「(e)検索データの表示 』を ご覧下 さい。

② 別の資本金範囲で改めて検索をや り直 したい場合

「33」 を入力 して、〔⊇ キーを押すと、検索対象資本金範囲指定画面に戻ります

③ 別の地域で改めて検索をや り直 したい場合

「55」 を入力 して、〔⊇ 〕キーを押 す と、検索対象地域指定画面 に戻 ります。

(e)検 索データの表示

検索対象資本金指定 ・商号入力 いずれかの画面でデ ータを検索後、 「99」 を入力 して〔コ キー

を押す と、検索データを1件 ずつ表示す ることができます。

表示項目は、商号 ・企業No・ 郵便番 号 ・住所 ・電話番号 ・代表著名 ・設立年月 ・営業種 目 ・

資本金 ・従業員数の10項 目です。

次 のように画面 に表示 され ます。
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商号

企業No

郵便番号

住所

電話番号

代表者名

設立年月

営業種目

資本金

従業員数

TSR-BIGS企 業 情 報 》

㈱ ク リア リ ング コポ レー シ ョ ン

00-009793-1

〒461

愛知 県 名 古屋 市東 区 東 山町35-16

000-932-1471

田 中 一 郎

昭和25年4月

シス テ ム コ ンサル タ ン ト,他

2,800,000(千 円)

660名

デー タは1件 ず つ加工 され て表示 されます。従 って、 つづ きのデ ータが ある場合 は 「残 りの

出力 は?」 というメ ッセージが表示 されます。 「工亘]キ ーを押 す と次のデ ータが表示 され ます。

また、最後のデ ータの表示 が終了 した後 に は、 「***デ ータ はすべ て検 索 しま した」 とい う

メ ッセージが表示 され ます。 一

ここで、検索 データをプ リンタに印字 したい場合 は、 「22」 を入力 して、E亘 〕キーを押 しま

す。現在表示 されて いるデータがプ リンタに印字 されます。

検索 に戻 るには、 「11」 を入力 して、〔ヨ 〕キーを押 します。検索デ ータを表示す る前の画面

(検索対象資本金範囲指定画面又 は商 号入力画面)に 戻 ります。

(f}ヘ ル プ画面 の表 示

TSRメ ニ ュ ーエ ミュ レー タで は、使 い易 い シス テム を実 現 す るた め、 フ ァ ンク シ ョンキ ー の

1つ に ヘ ル プ画 面 を割 り当て て い ます。

ヘルプ画面の例

実際 のヘル プ画面の例 を示 します。 ヘルプ画面を表示す るに は、検索対象 地域 指定画 面 ・

検索対象資本金指定画面 商 号入力輌 のいずれカ・の画面で 匡 三 重亘]キ ーを押しながら

[亘]キ ーを押します。

次 のような画面が表示 されます。
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《TSR-BIGS企 業情報》

◇検索条件の入力例

◆地域 の指定 検索対象地域を コー ドにより指定

1つ の地域を指定 該 当のコートを入力

2つLLI上 の地域 を指定 コーfと コートを,で つな ぐ

(最大7地 域 まで)

連続 して地域を指定 コート とコートを 一でつな ぐ

入力がない場合 は全国を対象 とす る

◆資本金の指定 検索対象資本金を コー ドによ り指定

1つ の資本金範囲を指定 該当のコートを入力

2つ 以上の資本金範囲を指定 コードとコートを,で つな ぐ

(最大4範 囲 まで)

連続 して資本金範囲を指定 コード とコードを一でつな ぐ

入力がない場 合 は全範囲を対象 とする

<入 力 例>

35

35,36

35-36

5

5,6,7

5-9

次画面に情報 あ り

〔f・2〕次画面

ここで、 さ らに[f・2]キ ーを押す と・次のへ・レプ画面臓 示 されます・

《TSR-BIGS企 業情報》

◇検索条件 の入力 例(つ づ き)

◆商号の指定 法人格を除 きそのままカタカナを入力(最 大40文 字)

〈入力例 〉 「ッ」 「ユ」等 には小文字ではな く大文字 を使用の こと

旭化成工業株式会社 アサ ヒカセイコウギ ョウ

長音 は英数モ ー ドのハ イフ ンを使用 のこと

株式会社 イ トー ヨーカ堂 イ トー ヨーカー ドウ

英字商 号は使用不可

NOK株 式会社 エヌオーケー

商 号の中の ピ リオ ドや スペースは入力不 要

オ リエ ン ト ・リース株式会社'オ リエ ン トリース

入力がない場合 は商号を検索条件 か らはずす。

前画面次画面に情報 あり

〔f・2〕次画面 〔f・3〕前画面

さらに[亘]キ ーを押すと・次のヘルプ画面臓 示されます・
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コマンド

検索終了

ログオフ

次画面

前画面

機 能

検索を終了しクリアリング検索画面に戻る

検索を終了しログオフする

つづ く画面を表示する

前の画面を表示する

出力から検索に戻る

現在表示中の画面を再送する

対 応 キ ー

SHIFT+Fg

SHIFT+F10

F2

F3

11

F4

前画面 に情報 あ り

〔f・3〕前画面

前のヘルプ画疏 戻るには・[f・3]キ ーを押 します・

ヘルプ画面から検索画面に戻るに1ま、醸 匝 キーを押 しなが ら[亘]キ ーを

押 します。

(9)終 了

TSRメ ニ ・一エ ミュ レーSを 終了す るに は、SHIFT+[亜]又 はSHIFT+

匝]を 使用 します.

検索対象地域指定画面 ・検索対象資本金指定画面 ・商号入力画面のいずれかの画面でSHIFT

キーを押 しなが ら 国 キーを押す と、 ク リア リング ・データベー スに戻 ります。

匝 キーを押 しなが ら[f・10]キ ーを押す と・CGシ ステムか ら醐 断 されます・



㈹ エラー ・メ ッセー ジとその対策

ここで は、TSRメ ニューエ ミュレー ト機能使用時 に、検索が正常 に行 われない場合のエ ラー ・

メ ッセージとその処理方法について紹介 します。

尚、 「お問合わせ先」 につ いては、 「2章 サービス時間 とお問合わせ先 』を ご覧下 さい。

エラー・メッセージハ ラブ1↓ 原 因 処 理 方 法

「***フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 各処理画面にて入力できない 各処理画面にて正 しい

入力エ ラーです」 フ ァ ンク シ ョンキ ーが フ ァ ンク シ ョ ンキー を押 す。

押 された。

「***処 理番 号指定 エラー 各処理画面にて入力できない 各処理画面にて正 しい処理番号を

で す 」 処理番号が入力された。 入力す る。

「***DBH送 信 エ ラー 」 TSR-BIGSと 交 信 中 、 「お問合わせ先」に連絡 する。

メ ッセージ表示後、TSR 送信エ ラーが発生 した。

メニ ュー エ ミュ レー ト機 能 が

終了す る。

「***DBH受 信 エ ラー 」 TSR-BIGSと 交 信 中 、 「お問合わせ先」 に連絡 す る。

メ ッセー ジ表示後、TSR 受信エ ラーが発生 した。

メニ ュ ー エ ミュ レー ト機 能 が

終了す る。

「***FromDBH: TSR-BIGSと 交 信 中 、 「検索対象地域指定画面」に

NAK」 回線雑音等の障害が発生 し、 戻 って再開 してみ る。 頻繁 に表示

正常に受信 されなか った。 されるな らば、検索を終了 す る。

「***FromDBH: 検索範囲が大 きか った り、 速やかに検索を終了する。

PnnnF・ … 」 商号に該当するデータが多い

場合、頻繁 に発生す る。

「***数 字以外の文字が 地 域 コー ド,資 本 金 コ ー ド内 正 しい地域 コー ド,資 本 金 コー ド

あります」 に文字があ る、 もし くは もし くは処 理番号を入力す る。

意味のない文字列が入力

され た。
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エラー・メッセづ バ ラ九 原 因 処 理 方 法

「***指 定 され た地 域 コ ー
入力 された数字は地域 コー ド 正 しい地 域 コ ー ド、 も し くは

ドは存在 しません」 で もな く処理 番 号で もない。 処理番号を入力する。

「***㌧ ㌧ ㌧㌧EOS以 外 複数指定 もしくは範囲指定で 正 しい地 域 コー ド,資 本 金 コ ー ド

の文字 があります」 入力方法に誤 りがあ る。 もしくは処理番 号を入力 する。

「***数 字 コー ドが多 すぎ 複数指定で地域コー ド数が

一

地域 コー ド数 を7つ 以内、

ます」 8つ 以上、 もしくは資本金 も しくは資本金 コー ドを4つ 以内

コ ー ドが5つ 以上 あ る。 に す る。

「***'
,',EOS以 外 の 複数指定で入力方法に誤 りが 正 しい フ ォ ー マ ッ トで 、

文字があ ります」 あ る。 地域 コー ドも しくは資本 金 コー ド

を指定す る。

「***同 じ数 字 コ ー ドが
複数指定で同 じ地域 コー ド、 す べ て異 な る地 域 コ ー ド、

指定 して あります」 もしくは資本金 コー ドが も しくは資本金 コー ドを正 しい

あ る 。 フ ォー マ ッ トで指 定 す る。

「***最 初 の数字が大 きい 範囲指定で最初の地域コー ド 正 しい フ ォ ー マ ッ トで、

か等 しいです」 も しくは資本金 コー ドが大 き 地域 コー ドも しくは資本 金 コー ド

い 。 を指定す る。

「***EOS以 外 の文字 が 範囲指定で入力方法に誤りが 正 しい フォ ー マ ッ トで 、

あ ります」 あ る 。 地域 コー ドもし くは資本金 コー ド

を指定す る。

「***指 定 された資本金 入力 された数字は資本金 正 しい資本金 コー ド、 もし くは

コー ドは存在 しません」 コー ドで もな く、 処理 番 号 処理番号を入力する。

で もない 。

「***検 索 デ ー タ はあ りま
該 当の検索 データがないのに 資本金範囲指定か らやり直す。

せ ん 」 検索データ表示を指定 した。
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エラー・メッセづ ハ ラブ)} 原 因 処 理 方 法

「***こ の資本金範囲 では 指定地域,資 本金範囲に該当 検索データ表示,商 号指定以外の

検索データはあ りません」 す る検索 データがないのに、 処理を指定する。

商号検索を指定 した。

「***商 号 カ タ カ ナ,'一' 商号 に半角 カタカナ,英 文字 商号を半角カタカナか英文字の

以外の文字があります」 の㌧'以 外の文字が ある。 ㌧'で 指定す るか、処理番号を

指定す る。

「***商 号の長 さが40 商号の文字列の長さが40 商号の文字列の長さを40文 字

文字を超えています」 文字 以上 あ る。 以内にす る。

「***商 号の カタカナの 〔RETURN〕 のみが 商号ならカタカナを、処理番号

長 さがゼ ロです」 押 され た。 な ら数字を入力する。

「***デ ー タ はす べて 検 索 該 当の検索デ ータをすべて 次の検索データ表示以外の処理を

しま した 」 表示 したのに、次の検索 指定 す る。

データ表示 を指定 した。

「***印 字 エ ラー です。 現在表示中の検索データを プ リンタ及び用紙が正 しくセ ッ ト

再試行 して下 さい」 印字 しよ うとしたが、 エラー して あ るか チ ェ ックす る。

が出た。

「***デ ータはすでに印字 現在表示中の検索データを 印字以外の処理を指定する。

しま した 」 すでに印字 したのに、また

印字指定 があ った。
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6章 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の 説 、明

このCGシ ステムでは・蹴 のフ・ンクシ・ンキー[f・1]か ら[亘]の10個 と、

画 工亘]キ ーを押しながらそれ らのキーを榊 こと。・よって実行 される10{固 の計20個 の

フ・ンクシ・ンを実行できるようになっています.こ の[≡]キ ー銅 蹴 押 して実行 さ

れ るコマ ンドを標準 コマ ン ドと呼び、 この標準 コマ ン ドは、CGシ ステムの中で は、 どのDBセ ン

タ接続中で も共通の意味を持 って います。

また・[f・1]か ら[亘]の フ・ンク シ・ンキー1ま、ゲ一一トウェ 仲 は各 々のDBセ ンタで

使用 してい るファ ンクションを実行 し、 ク リア リング検索中 は、CGシ ステム固有の コマ ン ドとな

ります。
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☆CGシ ステムで使用で きるファンク ションキーの意味

フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー コマ ン ドの意味 分 類

[f・1]一[亘 亘]
ク リア リ ング時 、CGセ ンタの コマ ン ド

ゲ ー トウ ェ イ時 、DBセ ンタ 特有 の コマ ン ド

C

D

ハ ー ド コ ピ ー CGSHIFT+[f・1]

同時 プ リン ト CGS田FT+[f・2]

ブ レイク送信 GS田FT+[f・3]

ローカルモー ド処理移行 CGSHIFT+[f・4]

フ ァ ンク シ ョ ンキ ー再 設定 CGSHIFT+[f・5]

ヘルプ表示 CGSHIFT+[f・7]

検索終了 G.SHIFT+回

ロ グオ フ CGSHIFT+[f・10]

分類記号の意味……
C:ク リア リ ング 時 使用 で き る コマ ン ド

G:ゲ ー トウ ェ イ時 使用 で き る コマ ン ド

D:DBセ ンタ フ ァ ンク シ ョ ンコマ ン ド
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(1}標 準 コマ ン ド

(・)[SHIFl]+[亘] ハ ー ド コ ピ ー

画面に表示中の情報を プ リンタにハー ドコ ピーす るためのコマ ン ドです。

厘 亘 亘]キ ーを押 しながら[f・1]キ ーを押すと画面に赫 されている情報をそのま

まプ リンタに出力で きます。

どの画面にお いて もハー ドコ ピーは可能ですが、NAPLPS画 像(情 報)の ハー ドコピーは、

ビデオ プ リンタ しか実現 できませんか らこのコマ ン ドの実行に は注意 が必要 です
。

(ド ッ トプ リンタ、 レーザ プ リンタなどに出力 して も結果 は保証で きません。)

(b)[SHIFT]+[〔i] 同時プ リン ト

ASCII情 報検索時 に、検索情報を画面 とプ リンタに同時 に出力す るためのコマ ン ドです
。

ASCII繍 検索時に・SHIFTキ ーを押 しながら[〔1]キ ーを財 と同時プリ

ン トモー ドとな り、以後 の検索結果が画面 とプ リンタに同時 に出力す ることが できます。

同時プリン トモー ド中に再び 匡 亘 亘]キ ーを押しなが ら[f・2]キ ーを押すと

同時 プ リン トモ ー ドを終了 し、画面のみの表示 となります。

NAPLPS情 報検索(情 報表示)時 は、同時 プ リン トを行 うことが できず、 このコマ ン ド

は無視 され ます。

(・)[三五 亘]+[亘] ブ レイク送信

送信 されて来 るデ ータを中断又 は中止 するためのコマン ドです。

匡 亘 亘]キ ーを押しなが ら[f・3]キ ーを押す と表示(出 力)中 の情縦 中断、

又 は中止することができます。

ただ し、各DBセ ンタによ って、 この後の処理が異なりますので注意が必要です
。
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(d)[SHIFT]+[亘] ローカル処理移行

オ ンラ イ ン接 続 中 の ま ま、 オ ン ライ ンロー カ ル メ ニ ュ ーを表 示 し・ 端 末 ロー カル処 理 モ ー ド

に移 行 す るた め の コマ ン ドで す。

匝 ≡]キ ーを押 しながら[f・4]キ ーを}弔すと端末・一カル処理モー ドに勃 テし・

ア ップ ロー ド/ダ ウ ンロー ド、 スプ ー リング な どを実 行 す る こ とが で きま す。

① ア ップ ロー ド

ASCII情 報検索時に内部形式で作成 されたファイルを読 み出 し、通信 コー ドに変換

して送信 する機能です。

② ダウ ンロー ド

ASCII情 報検索時 に検索 した結果 を内部形式に変換 してフ ァイル に書出す機能です。

③ スプー リング

DBセ ンタ検索中あるいは、 クリア リング中、いかな る場合で も検索 した結果を その

ままファイルに書出す機能です。

これ ら3つ の機能の使用方法 につ いて は、 「7章 端末 ローカル処理 の手順』を ご覧下

さい。

(・)[i≡]+[亘] フ ァ ンク シ ョ ンキー再 設 定

設定 されているファンク ションキーのコー ドを再 び設定す るためのコマ ンドです。

ファンク ションキーの設定が壊れて しまい、 その機能を果 たせな くな ったとき、

SHIFTキ ー を押 しな が ら[f・5]キ ーを 押 す こ と↓こよ って・ 全 て の フ ・ ンク シ ・ ン

キーを再設定す ることがで きます。

だだし、[i亟]+[亘]キ ーもその灘 を果たせなくなってしまったときは・

端 末か ら 「F15」 又 は、 「f15」 を入力 し、〔⊇ 〕キーを押す ことによ って、 この機能 と

同 じ機能を果 たす ことがで きます。

(f)巨 亘 亘]+[f・7] ヘルプ表示

検索方法やDBセ ンタヘルプ画面を表示す るためのコマ ンドです。

匝[亘]キ ーを押しながら[亘]キ ーを}弔すと・ヘルプ画面を表示することがで
きま す。

ヘルプ画面力・らは、再び 匡 亘 三]キ ーを押しながら[亘]キ ーを押すと・

もとの画面 に戻 ります。
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(・)匡 亘 亘]+[f・9]繍 冬了

ゲー トウェイ検索を終了 するためのコマ ン ドです。

ゲー トウェイ検索中・どの画面・位置にあって も[亘 亘 ロ キーを押 しなが ら 巨]

キーを押す とそのDBセ ンタか らログオ フし、 ク リア リング検索画 面に戻 る ことがで きます。

(h)[SHIFl]+[亘]・ グオフ

ゲ ー トウ ェイ検 索 を終 了 し、 か 二)、CGセ ンタか らも ログオ フす る ため の コマ ン ドで す
。

ゲ ー トウェイ検索中、 どの画面、位置 にあ って もSHIFTキ ーを押 しなが ら

匝]キ ーを押すとそのDBセ ンタか ら・グオフし、CGセ ンタか らも。グオが ること

ができます。

(i)匡 亘 亘]+[f・6]と 匝 亘1+[豆]

標準 コマ ン ドとしては、現在設定 されていません。(予 備 の コマ ン ド)
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② ク リア リ ング検 索時 の フ ァ ンク シ ョ ンキ ー

フ・ンク シ・ンキーの[f・1]一 国]は 、 ク リア リング検索時 は、CGシ ステム

固 有 の フ ァ ンク シ ョン とな り、 ゲ ー トウ ェ イ検 索 時 は、 各 々 のDBセ ンタ固 有 の フ ァ ンク シ ョン

とな ります 。

こ こで は、 ク リア リ ング検 索 時 の フ ァ ンク シ ョ ンキ ー の意味 に つ いて説 明 します 。

(各DBセ ンタの フ ァ ンク シ ョ ンキ ー の意味 に つ いて は、 そ れ ぞれ のDBセ ンタ のユ ーザ

マ ニ ュアル を 参照 して下 さい。)

(・)[f・1]CGシ ステム ト・プメニューへの画面移動

ク リア リング検索中 は、 どの画面の表示中で もこの[f・1]キ ーの入力 によ っ掃 初の

画面(ロ グオ ン後、最初 に表示 され る画面)に 戻 ることがで きます。

(ただ し、 このキーを押す とそれまで覚 えていた検索履歴を全て消去 して しまいますので、

[f・3]キ ーを押 して もこの画面以前 の画面↓・は涙 る ことがで きません.)

(b)[f・2] 次画面への移動

ク リア リング検索 は、通常 は、 メニュー選択肢を選んでの画面移動 にな りますが、画面 の

醐 文章が1画 面ではな く、撒 画面 とな っている場合、[f・2]キ ーを押す ことc・よ っ

て次 の画面 に移動 することがで きます。

(・)[f・3] 前の画面への移動(検 索履歴の移動)

ク リア リング検索中は、 その検索 した履歴を最新 の20個 まで保持 してあ り、 この

[f・3]キ ーを押すとその鯨 した以前の画疏 醗 に戻ることができます.

この移動 によ って検索履歴 は、1つ ずつ減 ってい きます。

(d)[f・4] 画面の再表示(再 送)

ク リア リング検索中、回線 エ ラー等 によ ってデ ータが正常 に画面に表示 され なか った時、

この[f・4]キ ーを押す ことによ って、 砿 同 じ画面を赫 させ ることが できます.

(・)[f・5]直 前 のメニ ュ珊 面への瀕

この[f・5]キ ーを押す と、1階 層上 のメニュー画疏 緻 します.

も し、 トップ メ ニ ュー画 面 で 、 この キ ーを 押 して も移 動 しませ ん。
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(f)[f・7]DBセ ンタへ の蹴 開始(ゲ ー トウェ 欄 始)

DBセ ンタ接細 面(ゲ ー トウェ唖 求画面)で この[亘]キ ーを押す と、DB

セ ンタへの接続を開始 します。

このキーは、DBセ ンタ接続画面で しか使用で きません。

(・)匝][f・8][亘][亘]

ク リア リング検索 中は、 これ ら4つ のキーを押 して も全て無視 されるか、又 はエ ラー と

な ります。
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(3)ク リア リング検索時の標準 コマ ン ド

ク リア リング検索 中も標 準 コマ ン ドを使用す る ことがで きますが、次にあげる標準 コマ ン ド

は、DBセ ンタ接続 申と違 った動作を します。

(・)S田FT+[已]ヘ ル壊 示

クリア リング検索中の画面で その画面が ヘルプ画面(解 説補助画面)を 持つ場合、

匡 亘 亘]キ ーを押 しなが らf・7キ ーを}即すと・そのヘルプ画敵 瀕 します・
ヘル プ画面 か らは、同 じくSHIFT

案 内画面に戻 ります。

キーを押 しなが ら[f・7]キ ーを榊 と元の

(b)匡 亘亘ll]+匝] ログ オ フ

クリア リング検索を終了 し、 ログオ フします。

どの画面の表示中でも[重 三]キ ーを押しながら 匝]キ ーを}弔すと・グオフ

することがで きます。

(・)[亘+[亘]と[≡ 亙]+[亘]

使用 することは、で きません。
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7章 端末 ローカル処理 の手順

端末 ローカル処理 には、オ ンライン接続中 とオフライン中の2つ の処理 があ ります。 オ ンライン

中に実行 できる端末 ローカル処理に は、 ア ップ ロー ド/ダ ウンロー ド、 スプー リングがあ ります。

オ フライン中に実行 できる端末 ローカル処理 には、オ ンライ ン接続 のためのセ ッ トア ップ、スプ

ール されたファイルを画面 に表示す るスプール ファイル再生があ ります
。

(1)オ ンライ ン中の端末 ローカル処理手順

(a)ロ ーカル処理 モー ドへの移行

オ ンライ ン接続 中に、 ア ップ ロー ド/ダ ウ ンロー ド、スプー リングを行 うために は、まず、

ローカル処理モ ー ドへ移行 しなければな りませ ん。

・一ヵル処理モー ドへは、[亘 〒 亘]キ ーを押 しながら[亘]キ ーを押すことCこ

よって移行 できます。

ローカル処理 モー ドに移行する と画面にオ ンライ ンローカルメニューが表示 されます。

(こ の時、 セ ンタとの回線 は接続 され たままです。)

ア ップ ロー ド

ダ ウ ンロー ド

スプ ー リング

MS-DOSコ マ ン ドの実 行

オ ン ライ ンロー カ ル メ ニ ュ ーに は、 ア ップ ロー ド/ダ ウ ンロー ド、 ス プ ー リング、

MS-DOSコ マ ン ドモ ー ドの選 択 肢 が あ り、 ま た 「9」 を 入 力 して 〔⊇ 〕キ ーを 押 す と

元 の オ ンラ イ ン状 態 に戻 ります。

こ こで 、 以 下 の入 力 を す る こ とに よ って各 々の処 理 を 行 う こ とが で きま す。

口
回

回

回

回

回

回

回

ア ップ ロー ド処 理 に 移 ります。

ダ ウ ンロー ド処 理 に 移 ります。

スプ ー リ ング処 理 に移 ります。

MS-DOSモ ー ドとな りま す。



ωア。_溺 ぱ
ア ップn-一 ドは、ASCII検 索中 に内部形式で作成 されたファイルの内容をホス トに送信

るための機能です。

① デ ィレク トリ名の入力

「ア ップ ロー ド」を選択す ると次の ような画面が表示 され ます。

**フ ァ イル選 択 く ア ップ ロー ド〉**

ドラ イブ:デ ィレク トリlA:¥(デ ィ レク トリ名 入 力 フ ィー ル ド)

(フ ァ イル名 選 択 フ ィー ル ド)

フ ァイル 名1(フ ァ イル名 入 力 フ ィー ル ド)

(メ ッセー ジフ ィール ド)

フ ァイル 選択 ・ ← ↑ ↓→ フ ァイル 削除 ・DEI、 中止 ・ESC実 行=CR

「デ ィレク トリ名入力 フ ィール ド」に ア ップ ロー ドしたいフ ァイル のあ るデ ィレク トリ名を

(ド ライブ名 も含 めて)入 力 して〔⊇ 〕キーを押す と、 「ファイル名選択 フ ィール ド」にそのデ

レク トリにあるファイル名が表示 され ます。

② ファイル名の選択、又 は入力

** フ ァイル選 択 く ア ップ ロー ド〉**

ドライブ:デ ィ レク トリ
lB・¥・x・ ・¥

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

xxxxxx

XXXXXXフ ァ イル名一覧表示
XXXXXX.XXX

XXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

ファイル名1

フ ァイル選 択 ・ ← ↑ ↓→ フ ア イル 削 除 ・ DEL中 止・ESC 実行=CR

「フ ァイ ル名選 択 フ ィー ル ド」 に 表 示 され て い るフ ァイル名 の中 か らア ップ ロー ドした い フ

・イルをカーソルキー(臼 田[コ ロ)を}申 すことによって選択 し・回 キーを

押 して下 さい。(こ の時、選択 中のフ ァイル名が 自動的 に 「ファイル名入力 フ ィール ド」に

表示 されます。)7-2



また、選択 カーソルが左上 の空 白域にある時 は、 「ファイル名入力 フィール ド」にフ ァイル名

を入力す ることがで きます。 ここにア ップ ロー ドしたい ファイル名を入力 して、〔⊇〕キーを押 し

て下 さい。(初 期状態 では、 この位置にカーソルがあります。)

カ ー ソル キ ー □ を押 して、 ・デ ・ レク トリ名 入 力 フ ・一 ・レド・ 行 ま で、 カー ソルを 瀕 さ

せ る とデ ィレク トリ名 を再入力す ることがで きます。

③ 中止

匝]キ ーを押す と処麟 中止 して、オ ンライ ン・一カルメニューに戻 ります。

④ ファイル削除

フ・イル縫 択、又 は入力 し、 匝]キ ーを}甲すとそのフ・イルを削断 ることができま

す。

⑤ ア ップ ロー ド

通常に ファイルを選択、又 は入力 して〔ヨ キーを押す とオ ンライ ンローカル メニ ューに戻 り、

次 のよ うに 「ア ップロー ド」選択 メ ッセージの ところに 「準備完了」 とい う文字 が表示 されます。

(ア ップ ロー ド処理を中止 して この画面 に戻 った ときには、 この文字 は表示 されません。)

ア ップ ロー ド 準 備 完 了

ダ ウ ンロー ド

ス プ ー リング

MS-DOSコ マ ン ドの実 行

ここで、 「9.オ ンライ ンに戻 る」を選択 し〔⊇ 〕キーを押す と、 ア ップn－ ド処理にお いて選

択、又 は入力 したフ ァイル の内容が読み出 されてセ ンタに転送 され ます。(ア ップロー ドは、オ

ンライ ンに戻 った ときに行われます。)

また、 ここで他 の選択肢(「2.ダ ウ ンロー ド」や 「3,ス プー リング」など)を 選択す るこ

とがで きますが、再度 「1.ア ップ ロー ド」を選択すると以前 に完了 したア ップn－ ド処理が キ

ャンセル されます。
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ω_一 ド 〔ぷ
ダ ウンロー ドは、ASCII検 索 中に検索 した結果を内部形式 のコー ドに変換 して ファイル に

書 き出す機能 です。

① デ ィレク トリ名 の入力

「ダ ウンロー ド」を選択す ると次 のよ うな画面が表示 されます。

**フ ァイル選 択 く ダ ウ ンロー ド〉**

ドライブ:デ ィ レク トリIA:¥(デ ィ レ ク トリ名 入 力 フ ィー ル ド)

(フ ァイル名 選 択 フ ィー ル ド)

フ ァ イル 名1(フ ァ イル 名 入力 フ ィー ル ド)

(メ ッセ ー ジ フ ィー ル ド)

フ ァイル選 択 ・← ↑ ↓→ フ ァ イル削 除=DEL中 止 ・ESC実 行 二CR

「デ ィレク トリ名入力 フ ィール ド」にダウ ンロー ドしたいデ ィレク トリ名を(ド ライブ名 も含

めて)入 力 して〔迦 キーを押す と、 「ファイル名選択 フ ィール ド」にそのデ ィレク トリにあるフ

ァイル名が表示 されます。

② ファイル名の選択、又 は入力

** フ ァ イル選 択 くダ ウ ンロー ド〉**

ドライ ブ:デ ィ レク トリ1 B:¥xxxx¥

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXX

XXXXXXフ ァ イル名一覧表示
XXXXXX.XXX

XXXXXX.XXX

XXXXXXXX。XXX

XXXXXXXX,XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

フ・イル釧

フ ァ イル 選 択 ・ ← ↑ ↓→ フ アイル削除 DEL中 止 ・ESC 実行=CR

「フ ァイル名 選 択 フ ィール ド」 に表 示 され て い る フ ァ イル名 の中 か らダ ウ ンロー ドした い フ ァ

イルをカーソルキー(臼 田[]]口)を}甲 すことによって選択 し・回 キーを押

して下 さい。(こ の時、選択中の ファイル名が 自動的に 「ファイル名入力 フ ィール ド」に表示

され ます。)
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また、選択 カーソルが左 上の空白域 にある時 は、 「ファイル名入力 フ ィール ド」 にフ ァイル名

を入力す ることがで きます。 ここにダ ウ ンロー ドしたいファイル名 を入力 して、〔⊇ 〕キーを押 し

て下 さい。(初 期状態で は、 この位置 にカーソルがあります。)

か ソルキ一 口 を押 して、 ・デ ・レク トリ名入力 フ ・ヲ レド・行 まで、 か ソルを移動 さ

せ るとデ ィレク トリ名を再入力す ることができます。

③ 中止

匝]キ ー柵 す と処理榊 止 して、オ ンライン・一 カルメニュー↓・戻 ります。

④ フ ァイル削除

フ・イル樋 択、又は入力 し、[亘]キ ーを}甲すとそのフ・イルを削除することができま

す。

⑤ ダ ウンロー ド

通常 にファイルを選択、又 は入力 して〔ヨ キーを押す と、 も しそのフ ァイルが存在 した場合

(特 にファイルを選択 した場合)は 、画面下部の 「メ ッセー ジフ ィール ド」に

「上書 きしますか?(Y/N)」

とい うメ ッセー ジが表示 され ます。

ここで、以下 のよ うな入力を行 うことによ って、指定 した ファイルへ の情報の書 き出 しモ ー ド

を決定で きます。

回 回

匝]回

ダ ウンロー ドした結果を指定 した ファイルに上書 き します。

ダ ウンロー ドした結果を指定 した ファイルに追加 します。

(デ フ ォル トは、 「N」 で、 〔⊇〕キ ーのみ の場合 は、追 加 モ ー ドとな りま す。)

この入力 の後、オ ンライ ンローカル メニューに戻 り、次 のよ うに 「ダ ウ ンロー ド」選択 メ ッセ

ージのところに 「実行 中」 とい う文字が表示 されます
。(ダ ウンロー ド処理 を中止 して この画面

に戻 った ときには、 この文 字 は表示 されません。)

ア ップ ロー ド

ダ ウ ンロー ド 実 行 中

ス プー リング

MS-DOSコ マ ン ドの実 行
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ここで、 「9.オ ンライ ンに戻 る」を選択 し〔≡』 キーを押す と、オ ンライ ン状態(ロ ーカル処

理モ ー ドに移 る前の状態)に 戻 り、 その後 の検索結果がすべてダウ ンロー ド処理 において選択、

又 は入力 した ファイルに書 き出 されます。

また、 「2.ダ ウンロー ド 実行中」 の表示があ る時 にこの 「2.ダ ウ ンロー ド」を選択 する

と、実行中のダ ウンロー ド処理 がキ ャンセルされます。(ダ ウ ンロー ドは、 このキ ャンセル処理

を行 うまでの間有効 とな り、 その間 の情報 をすべて ファイルに書 き出 します。)
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(d)ス プー リング

スプー リングは、ASCII、NAPLPS検 索 中に検索 した結果 をフ ァイル に書 き出す機能

です。

この機能 によ って作成 されたファイルは、オフ ライ ンローカル処理 のスプール ファイル再生機

能を用 いて、画面に表示 させ ることがで きます。

スプール ファイルの再生 について は、 この章 の 『(2)(d)ス プール ファイルの再生』を参考 に し

て下 さい。

① デ ィレク トリ名の入力

「スプー リング」を選択す ると次 のよ うな画面が表示 されます
。

**フ ァ イル 選 択 くス プ ー リ ング 〉**

ドライ ブ:デ ィ レク トリA:¥(デ ィ レク トリ名入 力 フ ィール ド)

(フ ァイル名 選 択 フ ィール ド)

フ ァ イル名(フ ァ イル 名入 力 フ ィー ル ド)

(メ ッセ ー ジフ ィー ル ド)

フ ァ イル選 択=← ↑ ↓→ フ ァ イル削 除 ・DEL中 止 ・ESC実 行 ・CR

「デ ィレク トリ名入 力 フ ィール ド」 に ス プー リング した いデ ィレク トリ名 を(ド ライ ブ名 も含

めて)入 力 して 〔』 キ ー を押 す と、 「フ ァイル名 選 択 フ ィール ド」 に そ のデ ィ レク トリに あ るフ

ァイル名 が 表 示 され ま す。 …
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② ファイル名 の選択、又 は入力

** フ ァイル 選択 く ス プー リ ング 〉 **

ドラ イブ:デ ィ レク トリ
lB・¥xxx・¥

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXX

XXXXXXフ ァ イ ル名一覧表示
XXXXXX.XXX

XXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

フ・イル名1

フ ァイル 選 択 ・← ↑ ↓→ フ ァ イル 削 除 ・ DEL中 止=ESC 実行・CR

「ファイル名選択 フ ィール ド」に表示 されてい るファイル名 の中か らスプー リング したい ファ

イルをか ソルキー(口 口 口 口)を 押すことによって選択し・回 キーを押し

て下 さい。(こ の時、選択 中のファイル名が 自動的に 「ファイル名入力 フィール ド」に表示 され

ます。)

また、選択 カー ソルが左上 の空白域にあ る時 は、 「ファイル名入力 フ ィール ド」にファイル名

を入力するこ とができます。 ここにスプー リング したいファイル名を入力 して、〔⊇ 〕キーを押 し

て下 さい。(初 期状態 では、 この位置 にカー ソルがあ ります。)

カーソルキー □ を押 して、 ・デ ・レ外 リ名入加 ・一・レド・行 まで・か ソルを移 動 さ

せ るとデ ィレク トリ名 を再入力す ることがで きます。

③ 中止

匝]キ ーを財 と処理榊 止 して・ オ ンライ ン・一カルメニューに戻 ります・

④ ファイル削除

フ・イル耀 択、又は入力 し、 巨 亘]キ ーを押すとそのフ・イルを削除することカ・できま

す 。
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⑤ スプー リング

通常 にファイルを選択、又 は入力 して〔⊇リキーを押すと、 オ ンライ ンローカルメニューに戻 り、

次 のよ うに 「スプー リング」選択 メ ッセー ジのところに 「実行中」 とい う文字が表示 され ます。

(ス プー リング処理を中止 して この画面に戻 ったときには、 この文字 は表示 されません。)

スプー リングの場合、 ファイルへの書込みモー ドは、必ず上書 きモー ドとな ります。

**オ ン ライ ンロー カル メニ ュー**

1

9
乙

9
0

4

ア ップ ロー ド

ダ ウ ンロー ド

ス プ ー リ ング 実 行 中

MS-DOSコ マ ン ドの実 行

9.オ ンラ イ ンに戻 る

ここで・ 「9.オ ンライ ンに戻 る」を選択 し〔⊇ 〕キーを押す と、オ ンライ ン状態(ロ ーカル処

理 モー ドに移 る前 の状態)に 戻 り、 その後の検索結果 がすべてスプー リング処理 において選択、

又 は入力 した ファイルに書 き出 されます。

また、 「3.ス プー リング 実行中」の表示があ る時に この 「3.ス プー リング」を選択す る

と、実行中のスプー リング処理が キャ ンセル されます。(ス プー リング は、 このキ ャンセル処 理

を行 うまでの間有効 とな り、 その間の情報をすべてフ ァイルに書 き出 します。)

ノ
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(e)MS-DOSコ マ ン ドの実行

「MS-DOSコ マ ン ドの実行」を選択す ると、次 のよ うな画面が表示 され ます。

MS-DOSの コマ ン ド(dirな ど)を 実 行 す る こ とが で きま す。(た だ し、 メモ リ

を 多 く必 要 とす る コ マ ン ドや ア プ リケ ー シ ョ ンは、実 行 で きな い場 合 が あ りま す。)

MS-DOSの 環 境 か ら、exitと 入 力 して 〔⊇ キ ー を押 す とオ ンライ ンn-一 カ ル処 理

メ ニ ュー に戻 りま す。
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② オ フライ ン中の端末 ローカル処理手順

オ フライ ン中の ローカル処理 には、オ ンライン接続のために必要な情報を設定す るセ ッ ト

ア ップ処理 とスプール されたフ ァイルをあたか もセ ンタか ら受信 したかのように画 面に表示 す

るスプール ファイル再生処理 の2つ があ ります。

これ らは、CG端 末 ソフ ト立 ち上 げ後又 は、オ ンライ ン接続終了後 に表示 される初期 メニュ

ー画面か ら選択番号を入力す ることによ
って、処理を実行す ることができます。

(a)初 期 メニュー画面

CG端 末 ソフ ト立上 げ後及 びオ ンライ ン接続終了後、初期 メニュー画面が表示 され ます。

初 期 メ ニ ュー画 面**

セ ンタ へ の接 続

セ ッ トア ップ

ス プ ー ル フ ァイル の 再生

MS-DOSコ マ ン ドの実 行

終了(MS-DOSに 戻 る)

ここで、以下 のよ うに入力す ることによって、 それぞれ の処 理を行 うことができます。

回

回

回

回

回

口
回
回

口
回

セ ンタへ の接続 を開始 します。

セ ッ トア ップ処理 に移 ります。

スプール ファイル再生処理に移 ります。

MS-DOSモ ー ドとなります。

CG端 末 ソフ トを終了 しMS-DOSに 戻 ります。

(b)セ ンタへの接続

セ ッ トア ップ処理 によって設定 され た項 目に従 ってCGセ ンタへの接続を開始 します
。
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(c)セ ッ トア ップ

セ ッ トア ップ処理 は、 セ ンタに接続 するためのデータフ ァイルを作成す るためのユーテ ィ

リテ ィです。

「本運用実験 において は、CG端 末 ソフ ト配布時 、既 にセ ッ トア ップ処理をお こなって

お りますので、利用者の方 は この処理 は不要 です。 』

起動 され ると次のよ うなセ ッ トア ップ画面が表示 されます。

**セ ッ トア ッ プ メ ニ ュ ー**

◆ 回線 接 続条 件 ◆

通 信 速度[3006001200240048009600]

ビ ッ ト長パ リテ ィ[8bit-None7bit-Even7bit-Odd

ス トップ ビ ッ ト長[1bit2bit

フ ロー制御[XON/XOFFNone]

◆ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン環 境<ASCII>

符 号 系[8bit7bit

送 信 モ ー ド[CharacterBlock

送 信 ター ミネー タ[CRCR/LFLF

ロー カル エ コー[OFFON

◆ プ レゼ ンテ 一一シ ョ ン環 境<NAPLPS>

符 号 系[8bit7bit

送信 モ ー ド[BlockCharacter

送 信 ター ミネー タ[SDCCRCR/LF

ロー カル エ コー[ONOFF

◆ オ ー トダ イ ア ル/オ ー トログ イ ンの設 定

モ デ ム コ マ ン ド[ATDPATDTCRN

電話 番 号

ユ ーザID
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① 設定方法

縦 は・か ソルキー([ヨ 日 口 口)を 財 ことによって行います。

(ア)設 定項 目の移動

口 下方向の設定囎 に瀕 します.(最 下9Bで このキーを押す撮 上部の設定囎
へ移動 します。)

口 上方向の縦 囎 に瀕 します.(趾 部でこのキーを押す撮 下部の設定囎
へ移動 します。)

(イ)項 目の選択

・選 択項 目のある項 目は
、反転表示カーソルを移動 させ ることによ って設定 します。

口 右方向故 轍 示か ソルを移動します。

日 差方向に反轍 示か ソルを移動します。

・入 力の必要 のある項 目は、 その入力域 に目的 の英数字を入力す ることによ って設定 しま

す。

(ウ)設 定 の完了

口 〕キーを押す とセ ッ トア ップ処理を終了 し、初期 メニュー画面に もど ります。
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② 回線接続条件

回線関係の各項目は、その選択項目の中か ら1つ 選んで反転表示させ ることによって設定

します。(網 掛けされた項目が初期設定値です。)

(ア)通 信速度

300

600

1⑳0

2400

4800

9600

端末 とモデ ム間 の通信速度を300b/sに 設定す る

端末 とモデ ム間の通信速度を600bit/sに 設定す る

.,端 末 と苦デム間 の通信速度を1200bit/sに 設定 ずる

端末 とモデ ム間 の通信速度を2400bit/sに 設定 する

端末 とモデム間 の通信速度を4800bit/sに 設定 する

端末 とモデム間 の通信速度 を9600bit/sに 設定 する

(イ)ビ ッ ト長 パ リテ ィ

8biti_None

7bit-Even

7bit-Odd

ビッ ト長パ リテ ィを7ビ ッ トデータ長 偶数パ リテ ィに設定す る

ビッ ト長パ リテ ィを7ビ ッ トデータ長 奇数パ リテ ィに設定す る

(ウ)ス トップ ビ ッ ト長

1bi琶

2bit ス トップ ビ ッ ト長 を2ビ ッ トに設定 す る

(工)フ ロー制 御

XON/XOFF

None

・XON/X◎FFに よるi2ロ ー制御iを行 うよ うに設定 する

フ ロー制御を行 わないように設定す る
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③ プ レゼ ンテー ション環境

ASCII/NAPLPS表 示時 の環境を選択項 目の中か ら1つ 選んで反転表示 させ るこ

とによ って設定 します。

(こ の環境設定値 は、CGシ ステムで使用するときは、変更 しないで下 さい。

特 にNAPLPSの 設定値を変更す ると入力が できな くな ることが あります。)

(ア)符 号 系

(ASCII、NAPLPSの 両 モ ー ド)

8bit:8ビ ッ ト符 号 環 境 に設 定 す る

7bit:7ビ ッ ト符 号 環 境 に設 定 す る

(イ)送 信 モ ー ド

(NAPLPS、ASCIIの 両 モ ー ド)

Block:入 力 モ ー ドを ブ ロ ック単 位 に 設定 す る

Character:入 力 モ ー ドを キ ャ ラクタ単 位 に設 定 す る

(ウ)送 信 タ ー ミネー タ

(ASCIIモ ー ド)

CR:送 信 タ ー ミネー タをCRに 設定 す る

CR/LF:送 信 タ ー ミネ ータをCR-LFに 設 定 す る

LF:送 信 タ ー ミネー タをLFに 設定 す る

(NAPLPSモ ー ド)

SDC:送 信 タ ー ミネー タをSDCに 設 定 す る

CR:送 信 タ ー ミネー タをCRに 設定 す る

CR/LF:送 信 タ ー ミネー タをCR--LFに 設 定 す る

(エ)ロ ー カル エ コー

(NAPLPS、ASCIIの 両 モ ー ド)

ON:ロ ー カル エ コーを 行 うよ うに設 定 に す る

OFF:ロ ー カル エ コーを 行 わ ない よ うに設 定 に す る

7-一 一一15



④ オー トダ イアル/オ ー トログイ ンの設定

CGセ ンタへのオー トダ イアル用の コマ ン ドと電話番号及びオー トログイ ン用 のユーザ

IDの 設定を行 います。

(この設定を変更 して しま うと、CGセ ンタにログイ ンできな くなる ことがあ ります ので

変更 しないで下 さい。)

(ア)モ デ ム コマ ン ド

選 択 項 目の 中 か ら1つ 選 ん で反 転 表 示 させ る こ とに よ って設 定 しま す。

ATDP:モ デ ム コマ ン ドをATコ マ ン ドのダ イア ル用 に設 定 す る

ATDT:モ デ ム コマ ン ドをATコ マ ン ドの プ ッシ ュホ ン用 に 設定 す る

CRN:モ デ ム コマ ン ドをCCITTV.25bisコ マ ン ドに 設定 す る

(イ)電 話番号

CGセ ンタの電話番号 を半角数字で入力す ることによ って設定 します。

(ウ)ユ ーザID

CGセ ンタへの ログイ ンユーザIDを 半角英数字で入力する ことによ って設定 します。
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⑤ 初期 設 定 値

最初 は、 各 項 目 と もに初 期 設 定 値 が と られ てお り、1度 設 定 す る と以 後 それ が 初 期 設 定値

と な ります 。

☆ 回線 接 続条 件 初 期値

・ 通 信速 度:1200

・ ビ ッ ト長 パ リテ ィ:8bit -None

・ ス トップ ビ ッ ト長:1bit

・ フ ロー制 御:XON/XOFF(行 う)

☆ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン環 境初 期 値<ASCII>

・符 号系:8bit

・送 信 モ ー ド:Character

・送 信 タ ー ミネ ー タ:CR

・ロー カ ル エ コ ー:OFF(行 わ ない)

☆ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン環 境初 期 値<NAPLPS>

・符 号系:8bit

・送信 モ ー ド:Block

・送 信 タ ー ミネ ー タ:SDC

・n自 力ル エ コ ー:ON(行 う)
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(d)ス プールフ ァイルの再生(表 示)

オ ンラインローカル処理 のスプー リング機能を使用 して作成 され たフ ァイルを あたか もセ ンタ

か ら受信 したか のよ うに画面に再生(表 示)す る機能 です。

① 「スプールフ ァイルの再生」を選択す ると次のよ うなファイル選択画面が表示 されます。

**フ ァイル選択 くスプール再生 〉**

ドラ イブ:デ ィ レク トリlA:¥(デ ィ レク トリ名 入 力 フ ィー ル ド)

(フ ァ イル名 選 択 フ ィー ル ド)

フ ァ イル名1(フ ァ イル名 入 力 フ ィー ル ド)

(メ ッセ ー ジフ ィー ル ド)

フ ァイル選 択=← ↑↓→ フ ァ イル 削除 ・DEL中 止 ・ESC実 行 ・CR

「デ ィレク トリ名入力 フィール ド」に表示 したい ファイルのあるデ ィレク トリ名を(ド ライブ

名 も含 めて)入 力 して〔⊇ 〕キーを押す と 「フ ァイル名選択 フィール ド」にそのデ ィレク トリにあ

るファイル名が表示 されます。

② ファイル名 の選択、又 は入力

** ファイル選択 くスプール再生 〉 **

ドライ ブ:デ ィレク トリ
lB・¥xxxx¥

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXX

XXXXXXフ ァ イル名一覧表示
XXXXXX.XXX

XXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXX XXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX xxxxxxxx.xxx XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX XXXXXXXX.XXX

フ・イル司

フ ァイル選 択 ・ ← ↑↓→ ブ アイル削除 DEL中 止・ESC 実 行・CR

「ファイル名選択 フ ィール ド」に表 示 されて いるフ ァイル名 の中か ら画面に表示 したいファイ

ルをか ソルキー(□ □ 口 口)をi財 ことによって選択し・回 キー酬 して

下 さい。(こ の時 、 選 択 中 の フ ァイル 名 が 自動 的 に 「フ ァイル名 入 力 フ ィール ド」 に表 示 され ま

す 。)
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また、選択 カーソルが左上 の空 白域 にある時 は、 「ファイル名入 力 フ ィール ド」にフ ァイル名

を入力す ることができます。

ここに画面に表示 した いファイル名を入力 して、〔迦 キーを押 して下 さい。(初 期状態で は、

この位置にカーソルがあ ります。)

か ソルキ一 回 を押 して、 ・デ ・レク トリ名入力フ ・一・レド・行まで、 か ソルを移 動 さ

せ るとデ ィレク トリ名を再入力す ることがで きます。

③ 中止

巨]キ ーを押すと処1里を中止 して、醐 メニュー画面に戻 ります。

④ ファイル削除

フ・イル樋 択・又は入力 し、 匝]キ ーを}甲すとそのフ・イルを削除することができま

す。

⑤ スプールフ ァイル再生

通常にフ ァイルを選択、又 は入 力 して〔⊇ キーを押す と画面に指定 したフ ァイルの内容が表示

されます。

⑥ 画面表示後 は、〔⊇〕キーを押す と初期 メニュー画面に戻 ります。
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(e)MS-DOSコ マ ン ドの実行

「MS-DOSコ マ ン ドの実行 」を選択す ると、 次のよ うな画面が表示 されます。

Commandバ ー ジ ョ ンX.XX

A>

CG端 末 ソフ トを終了せ ず、 ロー カルにMS-DOSの 環境に移行 します。

MS-DOSの コマ ン ド(dirな ど)を 実行す ることができます。(た だ し、メモ リを

多 く必要 とす るコマ ン ドやアプ リケー ションは、実行で きない場合があ ります。)

MS-DOSの 環境か ら、exitと 入力 して〔迦 キーを押す と初期メ=ユ ー画面に戻 り

ます。

(f)終 了(MS-DOSに 戻 る)

CG端 末 ソフ トを終了 します。

7-20



8章 操作上の注意事項

(a)DBセ ンタか らの検索終了、 ログオフは、CGシ ステムの標準 コマ ン ドの検索終了 コマ ン ド

([亘[亘]+[亘])又 は、・グオフコマンド([ミ亘 亘]+匝])

を使用 して下 さい。

(b)テ レガ イ ドDB検 索中、画面 にメ ・セージと して赫 される 匝]キ ーは、eキ ーに

相 当 します。

(c)ア ップn・ 一一ド/ダ ウ ン ロー ド、 同 時 プ リ ン トは、ASCII表 示 時 で しか使 用 で き ませ ん 。

(d)NAPLPSハ ー ドコ ピー は、 ビデオ プ リンタの み実 行 可 能 で す。

な お 、各 デ ータ ベ ー ス サ ー ビ スの 表示 方 法 を、 次 に示 します 。

デ ー タ ベー スサ ー ビス名
表 示 方 法

ASCI川NAPLPS
－

TSR-BIGS ○

TSR-BIGS(
TSRメ ニ ュ ーエ ミュ レー タ使 用) ○

テ クノ マ ー ト ○

テ レガ イ ド ○

E経 ニ ュー ス テ レコ ン ○
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9章 異常時の対処方法

CGセ ンタ並びにDBセ ンタへ の接続及び検索が正常に行われない場合 のエ ラー ・

メ ッセー ジとその処理方法 について紹介 します。

尚、再試行 して も異常の場合 には、 「お問合わせ先」に連絡 して下 さい。

(1)CGセ ンタ接続時 のエ ラー ・メ ッセー ジ

エラー・メッセージ 原 因 処 理 方 法

パ スワー ド

が違います

パ ス ワー ドの入 力 誤 り。 正 しいパ スワー ドを大 ・小文字等 に

注意 して、入力 し直 して下 さい。

パー ソナルID

が違 います

パ ー ソ ナルIDの 入 力 誤 り。 正しいパ ー ソナルIDを 大 ・小文字等 に

注意 して、入力 し直 して下 さい。

②DBセ ンタ接続 時 の エ ラー ・メ ッセ ー ジ

エラー ・メッセーシ 原 因 処 理 方 法

回線が

使用中です

DBセ ンタへの回線が使用 中

です。

回線が使用 中です ので、 もう一度、

クリア リング検 索画面か らや り直 して下

さい。

接続に

失敗 しました

DBセ ンタとの接続時に回線

異常が発生 した。

何 らかの原因で回線異常 とな ったので、

もう一度、

クリア リング検索画面か らや り直 して下

さい。ログイ ン

できません

DBセ ンタ とのログ イン時に

回線異常が発生 した。
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⑧ 検 索時 の エ ラー ・メ ッセ ー ジ

エラー・メッセージ 原 因 処 理 方 法

回線に異常

が発生しました

DBセ ンタ との検索中に

回線異常が発生 した。

何 らか の原因で回線異常 とな ったので、

もう一度、

ク リア リング検索画面か らや り直 して下

さい。

タ イ ムア ウ トで す DBセ ンタ との間 で5分 間

入力が行われなか った。

検索を続 け る場合に は、 もう一度、

クリア リング検索画面か らや り直 して下

さい。

強制終了

されました

CGセ ンタがサー ビス終了

時間に達 した。

翌サー ビス日に、あ らためて ご利用願 い

ます。

CGセ ンタが システム異常

によ り休止 した。

「お問合わせ先」 に連絡 して下 さい。
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10章 その他

◆ 各 デ ー タ ベ ー ス検 索 時 の必 要 マ ニ ュア ル

・日経 ニ ュー ス テ レコ ン

「日経 ニ ュー ス ・テ レコ ン 操 作 ガ イ ド」 日本経 済 新 間社 デ ー タ バ ン ク局

・TSR-BIGS

「TSR-BIGSオ ンラ イ ン オ ペ レー シ ョ ンマ ニ ュア ル 」 東 京 商 工 リサ ーチ

・テ クノ マー ト

「テ クノマ ー ト 利 用 マ ニ ュア ル 」E本 テ クノマ ー ト
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